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川 上 久 寿

東洋学の一部分 としての中国学は ロシヤ ・ソビエ トでは西欧 と異った独

官の発展を してきた。西欧では資本主義の発展 とともにその餌食 として植民

地 としての東洋諸国を調査研究するために東洋学が発生 した。つまり東洋の

歴 史,経 済,言 語,文 学,芸 術,そ の他の物質的,精 神的文化遺産を研究す

る学問を綜合す る東洋学は過去現在において欧米の植民地或いは半植民地で

.あった し,ま た現にあるアジヤ ・アフリカの諸国が東洋学の対象であった。

資本主義の植民政策の必要性か ら生れた東洋学は植民政策のためにつか

えてきた。これが欧米東洋学の本質的特徴となっている。 したが ってその研

・ 究 のは じめか ら人種差別の偏見を もち,欧 米のいわゆる 「西欧文化」 と対置

され,「 東洋文化」にたいしては中傷的であ り,東 洋民族は昔か ら今 日にい

たるまで後れてお り,自 己の運命をきりひ らく能力にかけた劣等民族とされ

厭 米人のみが歴史の主体であるとされてきた。 これが欧米東洋学の主流であ

ったといえよう。ところが ロシヤの東洋学はややちが う。資本主義的に後れ

一ていた ロシヤは植民主義の面で もお くれていた
。 ロシヤの時の政治上の権力

・者は植民主義では他の欧米諸国よりもなおつ よい野望をいだいてはいたにち

一がいないが
,東 洋学では現われかたがちが っていた し,は じまるの もおそい。

と くに 中国関係は ピーター大帝の1700年 代には じまったが,本 格的には19

世 紀に ロシヤの 宣教師団が北京に 派遣 される ように なってか らの ことであ

る。 これ らの宣教師団のなかには偉大な学者,民 主的でヒューマニズムに盗

.衷,植 民主義のお先棒をかつがず,偏 見に とらわれて中国をみない立派な人
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び とがい た。 これ らの人び とは時の権 力者の要望た る対中国通商貿 易の必要

性か らでた中国の風俗,習 慣,言 語学 の 研究 の ワクを こえて,輝 か しい学 問

的業 績 を の こ し,さ らに 進 んで 中露 の 友 好 に献 身 した人び とが現 われた。 こ

れは欧米 の中国学 には全 くみ られない特 異 な 現 象 で あ る。 こ う して19世

紀 の ロシヤ東 洋 学 は 欧 米 のそ れ とはは っき りと異 った思想 的分界が あ った。

これに与 って力あ ったのが ロシヤの革命的民主主義者 ベ リソスキイ,チ ェル

ヌ ィシ ェー フス キ イ,ド ブ ロ リュー ボ ブで あ る。 これ らの人び とは東洋 の植

民地 の奴隷化 された諸 民族に深い 同情をあ らわ していた。ベ リソスキイはイ

ン ド,中 国 に つ よい 関 心 を い だい て い た し,チ ェル ヌ ィシ ェー フスキ イは東

洋 の 言語を勉 強 してい る し,ド ブ ロ リュー ボ フは ワシ リエ フの仏教 関係の書

物 に批評を書いた りしてい る。 これ らの人び とはみ な東洋の歴史的事 件を注

意深 くみ ま もってい た。 ツァーの反動 的専政の もとにあ りなが らもこれ らの

人の影響を うけ た ニキ タ ・ビチ ュー リンが ロシヤ中国学の 偉大 な始祖 として

あ らわれたのは偶然では あるまい。かれ の中国学 は ヒューマ ニズ ムと,中 露

友好 の 精 神,中 国文 化 にた いす る敬 愛 の 念 と実事求是の精神でつ らぬかれて

いるが,こ の 精 神 こそ ロシヤか らソ連 へ と思想,政 治,社 会 体制 の変 化 こそ あ

って も,一 貫 して変 らず に ロシヤ,ソ ビエ トの 中 国学 を つ らぬ い て い る。本

稿では資料不足のため ロシヤの部分 にかん しては フ ェ ドレソコ博士の 「中国

文学」を主 として 「ソビエ ト大百 科辞典」 「ソビエ ト中国学」 「東洋学の諸

問題」 な どの文献 にた よる外なか った。 ソビエ トの部分 は主 として バズネー

エ ワとフェ ドレソコにつ いて述べ るが 紙数の都合で フ ェ ドレンコの中国文 学

研究については次 回にゆず ることとなった。

ソ連の中国文学研究は ソ連の中国研究 の一部分 として 目だたない仕事 なが

ら,一 部 の ひ との注 意 を ひい て い る よ うにみえ る。 しか し残念 なが らこの方

面にか んす る書物 はひ とつ もみあた らない し,一 篇 の 論文 す らない よ うで あ

る。 わ た くしの知 るか ぎ りで は フ ェ ドレソコ著 「中国文学」 と中 国の 「人民

文学 」(1956年10月 号)に バ ズ ネ ー エ ワの 「ソ連 の 中 国文学研究」 と題す る
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論文があ るだけ に とどま り,そ の ほ かに は あ る まい。 この論 文は,ソ 連 の 中

国文 学研 究 の歴 史 を 帝 政 ロシヤ時代,10月 革 命 以後 の 時代s中 華 人 民共 和 国

成 立 以後 の 時代 に3区 分 して 概 説 して お り,6頁 の短 か い もの で あ る。 そ れ

に よる と,Pジ ヤの東 洋 語 研究 が ピー タ ー大 帝 の1700年 に は じま る と して い

るが,フ ェ ドレ ソ コ博 士 の 「中 国文学 」で も,ロ シヤ が 中 国文 化 を 知 る よ う

に な ったのは17世 紀 の こ とで,中 国 が は じめ て大 使 館 を お い た時であ る とい

ってい る。18世 紀 に ロシヤの 宣 教 師 団が 北 京 に お もむいてか らロシヤ と中国

の間には文化 交流が行 われ るよ うに なった。かれ らのなかには宣教師 として

布教活動 に従 事 し,北 京 在 住 の ロシヤ人 の 宗教 的要 求 に こた えたぼか りで な

く,中 国 の風 俗 習 慣 や 言語,文 化 に通 じた 中 国通,さ らに 進 んで 中 国研 究 家

や翻 訳 家 とな り,す ぼ らしい業 績 を 数 々の こ した 人が多い。 この人び とのな

かには 何十年 と中国に 住 んで,ロ シヤ人 と して は 困難 な 中 国研究 に したが

い,中 露 の 友好 関 係 に 貢献 し,今 な お学 問 的価 値 を 失 わ ない 不 朽の業績 をあ

げた人び とがい る。その うちで も特 に輝か しい学 問活動 を した人び とは,イ

ラ リオ ン ・ラ ソー ヒ ソ,ア レ クセ イ 。レオ ソチ ェフ,ア レクセ ィ ・ア ガ フ ォ

ー ノフ,ス テ パ ソ ・リポ ー ヴツ ェフ,ニ キ タ ・ピチ ュー リン,ピ ョーニトル ◎

カ フ ァー ロフな どであ り,ロ シヤ ・ソビエ ト中 国学 の 鼻祖 といわれてい る。

これ らの人び とについて フ ェ ドレソコ博士 は述べ てい る。

「北 京在 住の宣教師に教育を うけ た ロシヤの中国学 者のなかか らロシヤ

では じめての中国語 と満洲語の教師が あ らわれた。それは ラソー ヒソとヴラ

ドイキ ンであ る。」

フ ェ ドレソコ博士 は ロシヤ ・ソビエ ト中国学の もといを定めた ビチ ュー

リンについて こ う書いてい る。

「とりわけ ロシヤにおけ る中国学の基礎を きず いた人 として偉大な功績

をの こしてい るのが ニキ タ(修 道 者 名 と して は イ アキ ソフ)・ ピチ ュー リ ソ

で あ る。1808年 ニキ タ ・ヤ コヴ レヴ ィチ ・ビチ ュー リンは9名 か らな る ロシ

ヤ宣教 師 団の 団長 として北京 へ行 った。かれの中国滞在期間は14年 に 達 し,
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中 国語 と中 国人 の風俗習慣,歴 史,文 化 を くまな く完 壁 な まで に研 究 したが,

ビ チ ュー リソの興 味 を もった の は主 として学問であ った。 またかれの考 えに

よると,宣 教 師 団の 使 命 は キ リス ト教 の 布教 だけではな しに,ロ シヤ人 と中

国 人 との友 好親 善 に もあ った。

ピチ ュー リソが ロシヤの中国学に貢献 した絶大 な業績 はそ の量か らい っ

て も意義上か らで も大 きい。 ロシヤに中国にか んす る知識をひ ろめた ピチ ュ

ー リソの業績 には 《中国 ,そ の 住 民,風 俗,習 慣 と教 育 》,《 北 京 素描 》,

《チベ ヅ トの 現 情 》,《 蒙古 覚 書 》 な どが あ る。 ビチ ュー リソは 《華露辞

典》(一 般 用 に も専 門 用 に もな る)を は じめ て 編 さん した し,中 国 の歴 史 的

・文化 的知 識 の 貴 重 な資料を あつめた りした。 ピチ ェー リソはおびただ しい

資料 を もとに して中国の罠族文化 の特徴を え ぐる書物 もかいてい る。 ソビ ェ

ト同盟ではだいぶ 以前 か ら中国文学への関心 がたかまっていたが,こ れ は は

・や くも ピチ ュー リ ソの著作にあ らわれてい る。

ピチ ュー リソは専 門家 と して 中国文学 の研究 に したが ったわけではない

の に,中 国 の生 活 と歴 史 を 解 明 した か れの著作 と,ロ シヤ に おけ る中国学 の

父 と して の翻訳活動は,ロ シヤの 対 中 国観 に 大 きな 意義 を もち,そ の後 の ロ

シ ヤ ・ソビエ トに おけ る専 門的な中国文学研究 の土壌 となってい る。」

,フ ェ ドレ ソコ博 士 は ロシヤ ・ソビエ ト中国学 の父 としての ピチ ュー リソ

に つい て以上の よ うに述べてい るが,こ れ は面 白 い 。 ロシヤ人 が 中国文化に

接 す るよ うにな ったのは,17世 紀 で,中 国が は じめて 大使 館 を おい た時 だそ

うであ るが,そ の 当 時 の ロシヤ と して は 偉大 な中国文化 か ら何物 かを学び と

ろ うとい う気持 があ ったか ど うか,き っ となか った で あ ろ う。む しろ政治 ・

外交通 商貿易の必要性 にせ ま られた ものにちがいない。バズ ネーエ フの 「ソ

連 の 中国文学研究」 に よる と,ピ ー ター大 帝 が1700年6月18日 に 次の よ うな

命 令 を だ して い る ことを記 してい る。 「善良で教養 あ りあ ま り年寄で ない中

国 語 と蒙古語を マス ターで きる僧侶を23名 派 遣 せ よ。 」 ピー ター大帝 は新 ら

しい国づ くりのた め ロシヤの後 進性 を克 服 しよ うとして徹底 的に西欧化をは
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か ったひ とであ るか ら,中 国文化 に学 ぽ うとい う気持 は な く政治外交的に通

訳を必要 とした程 度では なか ったのではないか。 ところが派遣 された僧侶た

ちは 中国語 と蒙古語を マスター し中国人の風俗習慣 を しらべ てその要望に こ

たえたばか りで な く,ま た単 な るエ キ ゾ シズ ムに と どまる ことな く,さ らに

つ き進 んで 中 国の 歴史 ・文 化の研究 に異常 な学 問的情熱を もや し,い まな お

価 値 あ る学 問 的業 績 を の こ している。そ して中露両 国人民の友好親 善のい し

ず え もきずいてい る ことであ る。 ビチ ュー リソは この二点において ロシヤ ・

ソビエ ト中国学の開祖 とたたえ られて よい。 私は この偉大 な ロシヤの中国学

者 の著作 に直接 ふれ ていない。 しか しソビエ ト百科大辞典そ の他に さ らに く

わ しい救述があ るので,こ れ に よ り補足 して お こ う。

ビチ ュー リン(BvagypvaH,MvawnTafiKoBAeBvarl)(1777-1853)は チ ェヴ

ァー・シヤ人 で,片 田舎 の正 教教 会 の下 級職 員 の 子 として生れ,カ ザ ンの 僧 侶、

学 校 を お えた。1807年 宣 教 師 団長 と して 北 京 に派 遣 され14年 滞 在後 ペ テル ブ

ル グに も どる と,布 教 に 不熱 心 だ った とい う理 由で宗教裁判 にかけ られ,1822

年 に は 終 身放 逐 で 田舎 の 修道 院 へ 追いや られて しまった。 しか し,ツ ァー政

府 と しては 中国 語 に熟 達 してい る ビチ ュー リソを翻訳家 として大いに必要 と

す るに至 り,結 局 は ペ テル ブル グに よび も ど された,1826年 の こ とで あ る。
し

かれの学究活動の成果はペテル ブル グやモスクワの雑誌に数多 く掲載 された

し,1837年 には科学 アカデ ミーの通信員士に選ばれ,パ リーのアジア学会の

会員に もなった。 ピチ ューリンは中国やアジヤ諸民族にかんする歴史を編さ

ん しているが,そ れにはギ リシヤの古代年代記 よりも中国の古代年代記のほ

うが,中 央アジヤ諸民族の歴史にかんしてはず っと完全で確かなことを証明

している らしい。また中国の古代,中 世,現 代の歴史の諸問題や,中 国の文

化 と哲学の歴史,そ の内的関連の歴史にこたえた り,現 代中国の社会構成を

研究 した りしている。 こうい う具合にビチュー リンの研究分野はひろいが,

その学風としては,宗 教的神秘主義や民族的偏見のないのが特徴 とされてい

る。

ノ
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ビチ ュー リソは ジェスイ ッ ト教 の伝道者や 中世 中国の学者,歪 曲 され た

歴 史 な どを 鋭 く批 判 した り,中 国 に た いす る エ キ ゾ シズ ムに つ よ く反対 した

り,な か なか の進 歩 的思 想 の 持 主 だ った よ うだが,中 国の歴 史上 しぼ しば あ'

らお れ て い る被 圧 迫 者 た る奴 隷 や農民の暴動 には共 感をおぼ えない どころか

理 解 で きなか った らしい。かれのi著作 中で 大 農 民 戦争 はつ い で に ふれ られて

い る程度 に す ぎないが,歴 史事 件 は 政 治 集 団の 斗争 で あ る ことを 記 してい

る。 かれは ロシヤにおけ る歴 史的な中国学の基礎 をす えた人で,そ の労 作 は

西 欧 の 同 時代 人 を しの いでいた。 ピチ ュー リソの晩年 は資本主義諸 国が中国

に 対 して植民主義を もち こみ膨脹発 展 してい る時代 であ った。そ うい う時 に

ビチ ュー リソが中国人民 に深い共 感をあ らわす労作 を もの していた ことに対

し,ブ ル ジ ョア学 者 か ら非難 と中 傷 がはげ しく集 中 された。攻撃 されたかれ

は 自分の労作 を ロシヤ語で書いただけで,他 国語 で 出版 しよ うとは しな か っ

た 。 ただ プーシキ ソだけが かれの 労作には多大 の 関心を は らって いた とい

う。 ニコライの反動時代に おいて,か れ の著 作 には ロシヤ の 進歩 的 な社会思

想 傾 向 と解放的な ヒュー・マ ニズ ム精神が反 映 されていた とい うか ら,シ ベ リ

ヤ で知 り合 った デ ヵ ブ リス トを ビチ ュー リンが高 くかっていた とい う話 も う

なづけ る。

ピチ ュー リソの研究 はいまなお中国,蒙 古 そ の他 の東 洋諸 国 の歴 史 研 究

の 資料 とな って お り,東 洋諸 民 族,ソ 連 の諸 民 族(ア ル タイ,バ カス,ト ビ

ソ,ブ リヤ ー ト,ツ ソグー ス)研 究 の貴 重 な資 料 とな って い る し,諸 民 族 の

風 俗,精 神 的物 質 的 文化 を くわ し く研究す るための 実際的 材料 に 富んでい

る。'かれ が 蒙 古 旅 行 中に 集 めた 資料 と博物 の コレクシ ョソは ソ連科学 アカデ

ミーの東洋学 と民族学 研究所 に保管 されてい るとい う。

ビチ ュー リソが ロシヤでは じめて 「華露辞典」を編 さん した ことは前述

の ように フ ェ ドレソコ博士が書いてい るが,か れ は また1831年 に ロシヤで は

じめ て の 中 国語 文 法 を 出版 してい る。 これには ロシャ語で綴 った中国語の音

韻 体系が示 されてお り,中 国語 の発 音は ロシヤ語,フ ラ ソス語,英 語,ポ ル
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汁 ガル語で書 いてあるそ うであ るが,残 念 なが らこの本 も手許 に な い。

次に ビチ ュー リソの主 な著作をかかげてお こ う。

蒙古游記,2巻,セ ソ トペ テル ブル グ,1828年

中 国 語 文法,キ ャ フ タ,1831年

15世 紀 か ら現 代 に い た るオ イ ラー ト人 とカル ム ィク人の歴史的概観,セ

ソ トペ テル ブル グ,1834年

中 国 に か んす る統 計 的報 道,セ ソ トペ テル ブル グ,1837年

中 国一 そ の住 民,風 俗 習 慣 と教 育,セ ン トペ テル ブル グ,1840年

清 朝 の 統計 的 救述,セ ン トペ テル ブル グ,1842年

中 国 の 農業,セ ソ トペ テ ル ブル グ,1844年

`市民 お よび道 徳 か らみ た 中 国
,セ ソ トペ テ ル ブル グ,1851年

fl中央 ア ジヤに 居 住 した 古 代 諸 民 族
,セ ン トペ テル ブル グ,1851年

"古代 中央 ア ジャ諸 民 族 の歴 史上 の 地 名表
,セ ソ トペ テル ブル グ,1851年

ヘ

イオ アキ ソフ ・ピチ ュー リソ(自 伝 的 覚 書),科 学 ア カデ ミー学 術 報 告

書,1855年

ゼ チ ュー リ ソの 翻 訳(中 国 語 よ り)チ ベ ッ トの現 情,セ ソ トペ テ ル ブ ル

グ,1828年

ヂ ソギ ス 汗 家 の 四 汗,セ ソ トペ テ ル ブル グ,1829年

古 代 お よ び 現 代 に お け る チ ユ ソガ ル 人 と東 方 トル キ ス タ ソ人,セ ン トペ

テ ル ブ ル グ,1829年

チ ベ ッ トと フ フ ノル の歴 史,セ ソ トペ テ ル ブ ル グ,1833年

チ ユ ソガ ル 人 の 現 況 の 統 計 的 救 述 「ロ シ ヤ通 報 」(ル ス キ エ ・ヴ ェ ー ス

トニ ク)1841年

フ ェ ドレソコ博士は ビチ ュー リソについで,カ フ ァー ロフに うつ り 「ロ

シ ヤ に 中国の生活 と文化を知 らせ るのに重要 な役割 をはた した のはパ ラージ
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一(ぺ 。イ ・ヵ フ ァー 戸フ)で あ る。 この人 は ピチ ュー リンとおな じ く中国箋

問題 に多 くの労作を の こしてい るが,と りわ け 有 名 な 「華 露 辞典 」(1888)

に 注 目せね ば な るまい 。 この辞 典 のおかげで 胃シャ の中国語研究は容易 とな

り,し たが って ま た中 国 文学 も知 られ るようにな った。」 と述 べてい る。 カ

フ ァー ロフの 「華露辞典」は2巻 本 で,未 完成 だ った のを ポ ポ フが 完成 した

もので,ポ ポー フ の序 とカ フ ァー ロフの経歴 がついてい るとい うことが ソビ

エ ト大百科辞典に もス カーチ コフの中国関係図書文献 目録に も見え る。

ヵフ ァ…ptフ(K帥apoB,neTpIIEaHoBllq)(1817-1878),1817年9月 、

17日 チ ス トポー ルに 生 れ,ピ ョー トル ・イ ワ ノヴ ィチ(修 道 院 で は パ ラ ー ジ'

一か れ の著作 は パ ラー ジー(n飢aAH貢)の 名を 用 いて い る)は カザ ソ神 学 校

弱

とペテル ブル グ神学校 に学 び,そ の後 ロシヤ正 教 の宣 教 師 団員 として30年 北.

京 に住 み7年 間 に完 全 に 中 国語,蒙 古語,チ ベ ッ ト語 を わ が もの と した。 学一

者 として のカフ ァー ロフの仕事 として名高い のは 「華露辞典」を第一にお ざ

ねぽな らないが,か れ の学 問 の範 囲 は ひ ろ く多 方 面にわ た ってい る。蒙古 と

中国 の研究,満 洲 人,契 丹 人 そ の他 の游 牧 民 族 の研究,特 に 中国 と他 の諸 国1

との交 渉 史 や 中 国 と ロシヤ両 国 関 係の歴 史な どに大いに興味 を感 じて研究 を

してい る。1858年 に 清 と英 仏 との戦争 中 に書 いた かれ の 日記は貴重 な歴 史文

献 といわれ る。 カ ファー ロフは ビチ ュー リンとおな じ く中国人に深い愛 着を

もち,資 本主 義 諸 国 の 中 国 侵 略 を 非 難 し,中 国人 に 深 い 同情 を い だ い て い

た。 したが ってかれ の著 作には歴 史的に形成 された ロシヤ ・中国両 国人民 の・

友情が強調 されてい るとい う。

次に フェ ドレソコ博士が あげてい るのは ワシ リエフであ る。

「ロシヤ中国学 の歴 史で,わ が 国 に 中 国文 学,と くに 重 要 な こ とは 芸 術

的 な中 国文 学 の紹介に身を入れた最初 の人は アカデ ミー会員 ヴ ェ ・ぺ ・ワシ

リエ フ(BacfinLeB,BacvanMtiIlaBnoBm)(1818-1900)で あ った。 ワシ リエ

フは ロ シヤ東 洋 学 のカザ ソ学派に属 していた。かれは10年 間(1840-1850)

宣 教 師 と して 中 国 に滞 在後 ペ テル ブル グ大学 の東 洋語部で45年 間 教鞭 を と ウ

t
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ft。 ワシリエフは19世 紀末におけ る最 も傑出 した中国学者のひとりである。

かれの知識は該博でその興味 と関心は多方面にむかっていた。外国語 も中国

語,蒙 古語,日 本語,朝 鮮語,チ ベ ヅト語,満 洲語に通 じているほかにサ ソ

スクリット語 と トル コ語族の言語 もい くつか知 っていたほどである。中国文

学史家にとりわけ興味ぶかいのは ワシリエフの中国語学 と中国文学にかんす

る著作で,1867年 には 「漢字の線画的構成」,1990年 には 「中国 文学史概

論」,1884年 には 「漢字の分析」を書いた。

ワシリエフは中国の言語,歴 史,文 学の研究 の重要性をは じめてみとめ

た ロシヤの学者のひ とりだった。かれの書いているところでは 「中国は東洋

諸国の中心であ り,つ ねにあ らゆる国を支配 した征服者であ り,何 ケ年 もの

間あ らゆる生活の中心であった。 この国の言語,歴 史,文 学の研究がわれわ

れにはどれほど大切であるかを思わずにい られない。」 と中国研究の重要性

を訴えている。

ワシリエフは中国文化にたい し絶大な尊敬を しめしてお り,中 国文化の

他国民への意義を強調しなが ら,ロ シヤと中国の両国人民の親善と友好の思

想をたゆみな く宣伝 した。かれは書いている。文化や教養が どんなに異ろう

とも,多 くの民族や人民がいた古代世界の半ばに影響を及ぼ し,ま たいっも

及ぼ してきた国のうち,最 も賢 く勤労心に富み器用な民族となったのが中国

人 で は なか った ろ うか。世界で 最もよい気候に あ り,自 然の富にめ ぐま

れ,何 千年 も独特な生活をしてきた民族,こ の民族がわれわれの注意をひか

ずにおれるだろ うか!

ワシリエフは 「中国文学概論」で文学が中国人の生活ではたしてきた高

い役割に注意をむけて,中 国人はわれわれ よりもず っと文学を重視 し,文 学

に人間完成の頂点をみて,人 間の智的道徳的あ らゆる方面の表現をみている

と書いている。

この観察は深刻で正 しい。なぜな ら中国では文学 こそ人間の道徳的形象

を反映 し,智 的価値をあ らわす鏡 とみなされてきたか らである。」
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フェ ドレソコ博士 の救述をやや補足す る と,ワ シ リエ フは 小 官 吏 の子 と

して生 れ,1837年 に カザ ン大学 の東 洋 語,歴 史,文 献学 部 を 卒 業,北 京 に宣

教 師 団の 随 員 と しで お も むいたのが,1840年,中 国滞 在 中 に 中 国語,蒙 古

語,チ ベ ヅ ト語,満 洲 語 を学 び,1851年 よ りカザ ソ大 学 教 授,1855年 よ りペ

テル ブル グ大 学 教授,1866年 科 学 アカ デ ミー通 信 員士,1866年 よ り会 員 とな

って い る。

か れ の業 績で何 よりも第一 にあげねば な らないのは,中 国語 と中 国文 学 に

か んす る中 国学で あ る。中国語 では3巻 本 の 「中 国語 教 科 書 」 を あ らわ して

い る。 これには詳細 な附注がついてお り,こ の種 の もので は 世 界 最初 の もの

といわれ る。1880年 の 「中 国文 学 史概 論 」 も西 欧 で は じめて の中 国文学研究

書 としてそ の内容か らい って もフェ ド博 士 の ことばの よ うに高 く評価 され る

ものにちがい あ るまい。 このほか ロシヤでは じめて の新 らしい科学 的方法 に

ょる華露辞典(1867),2二 巻 本 の 「漢 字 の分 析 」(1866-87)が あ り,特

に 強 調 しな けれ ぽ な らな い のは,ヨ ー ロ ッパ で は じめて 中 国語 の音韻論,形

態 論,文 字論 を論 じた のが ワ シ リエ フだ った とい うごとで あろ う。

ワシ リエ フは このほか,豊 富 な語 学 力 を駆 使 して仏 教 の研究や翻訳に も

従事 した り,中 国 や 中 央 ア ジ ヤ 諸 国 の地 理,歴 史 を 研 究 し,ま た 中 国 の思

想,宗 教 に も関心 を い だ き,儒 教,道 教,仏 教 関係 の論文 を多 く書 いて お り

「論語」 を翻 訳 してい る(1868)。

ワシ リエ フの 研 究 業 績 は 中 国 の 原文か らの具体的 資料に 富んで い るた

め,い ま な お大 きい意 義 をみ とめ られてい るそ うで ある。

ワシ リエ フの著作 と して上述 以外 の主 な ものは次 の とお りであ る。

仏 教,そ の教 義,歴 史 と文 学,セ ソ トペ テ ル ブ ル グ,1857-69・

元,明 時 代 の満 洲,セ ソ トペ テ ル ブ ル グ,1863.

中 国 の 回 教 運 動,セ ソ トペ テ ル ブ ル グ,1867.

東 洋 の宗 教 … 儒 教,仏 教,道 教,セ ソ トペ テ ル ブル グ,1873.
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「ビチ ュー リ ソと ワシ リエ フ の伝 統はそ の後 の ロシヤ中国学 者エス ・エ

ム ・ギオルギ エフス キイ,ア ・エ ヌ ・イ ワノ フ スキ ー,ぺ ・エ ス ・ポポ ー

フ,イ ・イ ・ザ ハ ー ロフそ の他 の人 び とにひ きつがれ てい る。ゲオルギエ フ

スキイの著作 の うち中国文学史家に と り重要 なのぼ 「古代 中国人 の生活史を

反映す る漢字の分析 」(1888),「 中 国 の生 活 の原理 」(1888)で,と りわ

け 重要 な ものに 「中 国 人 の神話的世界 観 と神話」(1892)が あ るが,こ れ は

ロシヤ に おけ る中 国 神話 系統化 の最初 の試みで ある。

ゲオルギエ フスキイは ロシヤ と中国 の友好親 善を熱心に となえた人で も

あ って,中 国に は 偉 大 な 将来 が あ る と信 じていた。」

ゲオルギ エ フスキイ(reOprvaeBcKmb',CeprethMvaxaimoBHq)(1851-18

93)は ペ テル ブル グ大 学 教授 で,1885年 に 「中 国 史 の第1期 」 と題 す る論文

で マ ギ ス トル学 位,1889年 の 「古 代 中 国人 の生 活 史 を 反映 す る漢字 の分析 」

'で博 士 に な
って い る。そ の著作 には上掲の 「中国 の生活 の原理」(1888)や

「中 国 人 の神話 的 世 界 観 と神 話 」(1892)の ほか,「 中 国語 の語 根 構…成 」

「中 国 研究 の重要性」(1890)な どが あ る。

ゲオ ル ギ エ フ ス キ イは 歴 史 研究 の よ りどころ として 漢字 の分 析を 重視

し,こ の方 面 で基 礎 を きず い た といわれ る。かれが研究上 と くに力をそそい

泥 のは,中 国 の伝 統 的 思想 や 停 滞 を批 判 し,中 国 の歴 史 を広 く研 究す る こ と

だ った。 しか しかれ の観念論的立場 のため漢 民族 の起 源や中国 の言語 ・交化

に たい しては誤 った結論 もだ してい る といわれてい るが,そ の労 作 は具 体 的,

実 証 的事 実 に とみ,ロ シヤ 中 国学 の発展 史上 貢献 す る ところ大だ とい う。

次に イ ワノフスキーで あるが,こ れ には ソビエ ト大 百 科 辞 典 に見 える こ

、とを記そ う。イ ワノフスキー,ア レ クセ イ ・イ オ シ フ ォヴ ィチ(IZfBaH6BCKnit,

AieKcetiHocH¢oBm)(1863-一 一1903)は1885年 ペ テル ブル グ 大 学 東 洋 語 部卒

=業,1887年 「南 西 中 国 の 異 民 族 」 の論 文 で マギス トル 学位を と り,1889年

「雲 南 の異 民 族」 と題 す る論 文 で中国文学 の学 位を とる。かれは この学位論

=文で 中 国 の百 科 辞 典 や歴 史 上 の諸著作をふ まえて,漢 民 族 が 西 方 か ら来 た と
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い う西欧 ブル ジ ョア学者 の説を論駁 し,中 国人 の歴 史 的 発展 の統 一 性 を証晦

した。1889年 か ら1891年 まで 学 問 研究 のた め 中 国に 派遣 され,1891年 よ りペ

テル ブル グ大学 で 教授 と研 究に したが う。かれは 中国語 以外に蒙古語 とチベ

ッ ト語に も通 じていた。中露 の交渉 史,仏 教 の諸 問題 を研 究 し,選 文読 本 や

辞典 の編 さんに も従 事 した。

著作

南 西中国異民族史資料,1巻,1-2部,セ ソ トペ テル ブル グ,1887--

89。 満洲 文 選 読 本,1-一 一2分 冊,セ ソ トペ テル ブル グ,1893-95。 マ ンジ

ュ リカ,1一 ソ ロ ソ 族 語 と ダ フ ル 族 語 の典 型,セ ン トペ テル ブル グ,

1894。 北 満 の中 国民 謡,「 東 洋 部 紀要,ロ シヤ考 古学 会」,1895,8巻,、

1-2分 冊 。

ポ ポー フ,パ ヴ ェル ・ス テ パ ノ ヴ ィチ(IIIon6B,IlaBexCTeTlaHoBHq)

(1842-1913)は ペ テル ブル グ大学 東 洋 語 部 卒 業 の中国学 者。 ロシヤ外交 団

員 として北京にお り,そ の後 北京 総領 事 とな り,1902年 以降 ペ テ ル ブル グ大

学 東 洋 語 部 の講師,助 教 授 を勤 め る。1879年 「露 華 辞 典 」(3版,1900年)

を 出 版,1888年 に は カ フ ァー ロフの大 「華 露 辞 典」 を補足完成 した。 この労

作 に よ り1890年 に は ペ テル ブル グ 科 学 ア カ デ ミーの 通信員士 の 称号 を うけr

た。 か れ の翻 訳 に な る 「蒙 古 游牧 記」は1896年 ロシヤ地 理学 会 が 出版 した が

これ には地理,歴 史,考 古 学,人 種 誌学 的 資料 と して 貴 重 な ものがあ るとい

われ る。 ポポーフは 中国古典に 評注をつけて 翻訳 した ひ と りで,同 時 に歴.

史,地 理,言 語 学 方 面 の労 作 もの こ して い る。

著作には次の ものがあ る。

白話 中国語 テキス ト,ペ テル ブル グ大 学 東 洋 語部 出版,セ ン'トペテ ル ブ

ル グ,1903年 。中 国 の国 家 機 構 と統 治 組 織,セ ン トペ テル ブル グ,1903年 。

「中 国 の 国家 組織 」 補 足,セ ン トペ テ ル ブル グ,1909年 。 中 国 の 哲 学 者 孟.

子,中 国 語 よ り翻 訳,注 解 付,セ ソ トペ テル ブル グ,1904年 。 中 国 テキス ト
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選,セ ソ トペ テ ル ブ ル グ,1904年 。 中 国 の 憲 法 と地 方 行 政 制 度,セ ソ トペ テ

ル ブル グ,1910年 。 孔 子 と弟 子 そ の 他 の 格 言,中 国 語 か ら翻 訳,注 解 付,セ

ソ トペ テ ル ブ ル グ,1910年 。 古 代 か ら10世 紀 後 半 ま で の 刑 事 法 簡 史,セ ソ ト

ペ テ ル ブ ル グ ,1880年 。 中 国 語 研 究 の た め に,横 浜,1908年 。 中 国 の 改 革 運

動,「 ヨ ー ロ ッパ 通 報 」1897年,9-11号 。 北 京 で の 包 囲 の ニ ヵ 月(1900年

3月18日 よ り7月31日 ま で の 日記),「 ヨ ー ロ ヅパ通 報 」,1901年,2--3

号 。 黒 竜 江 省 の 記,ウ ラ ジ オ ス トー ク,1896年 。

ザ ハー ロフ(3axaPOB・11BaHMibm)(1814-S5)は ロシヤ の傑 出 した

中 国学 者 で あ る と同時に外交官で もあ り,こ の 点 ブ ェ ドレン コ博 士 に似 てい

る。家庭は 田舎の下 級職員で,ヴ ォ ロネ ー ジの セ ミナ リー卒 業 後 ペテル ブル

グ神学校で学んだ。1839年 ロシヤ宣教 師 団 の一 員 と して北 京に派遣 され,18

50年 まで 滞在 した 。 ロシヤ と清 の通 商貿 易を促進す ることに なった1851年 の

伊 寧,露 清条 約 の締 結交 渉 に参 加 して い る。1851年 か ら64年 まで伊 寧 で 領 事

を し,1869年 よ りペ テル ブル グ大 学 で 教 鞭 を とる。1875年 満 洲 文学 で博 士 称

号 を うけ,1879年 教 授 に な った 。

ザ ハ ロフは 東 洋 語 の うちで も中国語 と満洲語に巧 みだ った か ら語学方面

の労作 も残 してお り,「 全 満 露 辞 典 」(1875)を 編 さん し,「 満 洲 語 文 法 」

(1879)も 著 わ して い る。 これ らは ロシヤだけでな く世界 の満洲 研究 に寄与

す るところ大 といわれ る。

かれ はまた中国経済の研究家で もあ り,中 国 の国 民 経 済 史 の問 題 に 手 を

つ けたのは ロシヤ と全 ヨー ロ ヅパで最初 の人 とされ,「 中 国 の土 地所 有 」 と

「中 国人 口の歴史的概観 」(1852年)は 中 国 の資料 を よ く研究 した 上 で,古

代 か ら19世 紀 まで の中 国 の土 地 関 係 の歴 史 をみた もので,非 常 に 実 証 的 な 資

料 を含 み,ひ ろ く外 国 の学 者 に も利用 され てい るそ うである。 この外ザハー

コ フの編 さんに よる 「西中国版図 の記述」な どもあ る。

以上が大体 ロシヤの中国学者で,つ いで フ ェ ド レソ コ博 士 は ソ ビエ トの
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中国学者アレクセーエフに移 る。

「ロシヤの中国学者の学問的遺産は ソビエ ト時代の中国文学史研究の土

台となった。 ソビエ トの中国学者 と文芸学者は この基礎をもとに して中国文

学研究の分野で著 しい前進を とげた。アカデ ミー会員 ヴェ・エム ・アレクセ

ーエフは実 り豊かで大きな業績をあげている。かれは中国文学の碩学で才能

ある翻訳家だった。50年 にわたる学問的活動でアレクセp・一エフは中国文学研

究に偉大な貢献をし,多 くの中国文学研究書を書いている。その研究は面 白

い,中 国詩人の作品,特 に司空図の 「詩品」にかんす るもの,詩 人陸機の研
くユ　

究(古 代 ローマ市民ガラーチーと中国詩人陸機の詩論」論文 「中国文学史に
　　ラ

おけ る反侵 略斗争 の反映」,「 フ ラ ソス 人 ブ ァ ロ と中 国 に お け る同時代人 の

詩論」,「 中 国詩 と中 国 詩 人 の しめ す 魅 力」,そ の他 は 興 味 深 い 。 ア レクセ

ー エ フは ロシヤと中国の文化的なむす びつきに も注意 をむ けてい る(「 中 国

に お け る ゴー リキ イ」,「 中 国 詩 に おけ る レール モ ソ トフの詩」,「 プー シ

キ ソの 「エ ヴゲ ー ニイ ・オ ネーギ ソ」 の新中国訳について」そ の他)。 この

ほか,中 国語,中 国 の歴 史,人 種 誌 学,芸 術,中 国 学 等 の諸 問 題 にか んす る'

数 多 い労 作 も ア レクセ ー エ フの筆 になる ものである。

(1)「 ソ連科学アカデ ミー一通報」文学,語 学部門,1944年,第3巻,4分 冊,43-

164頁。

(2)同 上,1945年,第4巻,5分 冊,187-199頁 。

ア レクセーエフは李白,陸 機,司 空図,文 天祥その他の中国詩人の詩を

名訳 し,中 国文学史概論を書いた。 とくにア レクセーエフの翻訳になる蒲松

齢の柳斎志異は芸術的価値が高い。 この翻訳は小説の意味のゆたかさを正確

につたえているだけでな く,言 語方法が簡潔で,有 名な】柳斎志異の芸術的特

徴 もとらえている。 アレクセーエフは多年柳斎志異の研究に したがい,独 特

なこの小説の社会的意義をみとめた最初 の研究者ρひ とりである。 ここに疑

い もな くかれの功績がある。」

ソビエ ト大百科辞典皆は次のような記述がある。
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ア レク セ ー エ フ(AneKceeB,Bacn」[valtMHxaiπoBmq(1881-)は ロ シ ヤ 。

ソ ビ エ トの 中 国 学 者 で ア カ デ ミー 会 員 。1902年 ペ テ ル ブ ル グ 大 学 東 洋 学 部 卒

業 。1916年 に 「詩 人 に か んす る 中 国 詩 。 司 空 図(837--908)の ス タ ン ス,翻

訳 と 研 究 」 で マ ギ ス トル 学 位 を と る 。1918年 か ら レー ニ ソ グ ラPtド 大 学 教

授,1923年 通 信 員 士 に え らぼ れ,1929年 ソ連 科 学 ア カ デ ミー正 会 員 とな る 。

ア レク セ ー エ フは 中 国 学 の 各 方 面 に わ た り多 数 の 労 作 を も の して い る 。

な か で も有 名 な の は 中 国 文 学 史,人 種 誌 学,中 国 の 文 化 と文 字 に か ん す る研

究 で あ る 。1947年 ソ連 科 学 ア カ デ ミーは ア レ ク セ ーnフ の 指 導 に よ りア カ デ

ミー 大 華 露 辞 典 の 出 版 を 準 備 した 。 ア レ ク セ ー エ フの 中 国 文 学 関 係 労 作 は そ

の 翻 訳 に反 映 さ れ て い る 。 そ れ らの 翻 訳 は 優 秀 で,正 確 さ と高 い 芸 術 性 を も

っ て い る 。 著 作 は 次 の と お りで あ る。

著 作,詩 人 に か ん す る 中 国 の 詩,司 空 図(837-908)の ス タ ソ ス,翻 訳

と研 究 。(中 国 語 の 原 文 付),ペ トnグ ラ ー ド,1916年 。 不 死 の 双 生 児,中

国 民 話 の 研 究,ロ シ ヤ 科 学 ア カ デ ミー 所 属 人 間 学 と 民 族 誌 学 の 博 物 館 の 彙

編,第5,7巻,1918年 。 中 国 文 学,東 洋 文 学,2期,ペ トPtグ ラ ー ド,19

20年 。 漢 字 とそ の ラ テ ン 化,レ ー ニ ソ グ ラ ー ド,1932年 。 】柳 斎 志 異,J【ilCbva

qa:)H〔 翻 訳 と研 究 〕 。 聯 斎 志 異 選,1巻,ペ トロ グ ラ ー ド,1922年 。 脚 斎 志

異,和 尚一 妖 怪,モ ス ク ワー レー ニ ン グ ラ ー ド,1923年 。 奇 怪 な物 語,レ ー

ニ ング ラ ー ド,1928年 。 常 な らぬ 人 々 の話,モ ス ク ワ ー レ ー ニ ング ラ ー ド,

1937年 。 ロ ー マ市 民 ガ ラ ー チP・一・・と陸 機 の 詩 論,「 ソ連 科 学 ア カ デ ミー通 報,

文 学 と言 語 の 部 門 」,1944年,3巻,4期,そ の 他 。

ア レ ク セ ー エ フ に つ ぐ ソ ビエ ト時 代 の 中 国 学 者 に つ き フ ェ ド レ ン コ博 士

は さ らに つ づ け て,

「今 日で は 中 国 学 者 の エ リ ・ゼ ・エ イ ド リソ と エ リ 。デ ・バ ズ ネ ー エ ワ

が 中 国 文 学 研 究 に 実 りゆ た か な 仕 事 を して い る 。 ソ ビ エ トに 中 国 古 典 文 学 を

紹 介 して 著 しい 貢 献 を した の が エ イ ド リ ンが 訳 した 白 居 易 の 詩 で あ る 。 最 近
(1)

出 たかれの現代中国文学にかんす る著作 も興味がある。バズネーエワは唐の
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(2)(3)

詩 人 元 積 の 研 究 を して い た が,現 在 は 魯 迅 研 究 で 成 果 を あ げ て い る。 現 代 中

国 文 学 作 品 の 翻 訳 の多 くは バ ズ ネ ー エ ワの 手 に な る。

(1)エ リ ・エ イ ドリン,今 日の中国文学,モ ス ク ワ,1955年 。

(2)エ リ ・デ ・バズネーエ ワ,元 積 の社会 ・政 治 ・哲学的見解 の問題に よせて,極

東諸 国の歴史にかんす る問題集,モ ス ク ワ大学 出版,1952年 。

(3)エ リ ・デ ・バズネーエ ワ,新 民主主義文化 のため戦 う魯迅,「 モス クワ大学通

報」

レーニソグラー ドの少壮中国学者 ヴェ・ペ トロフは3ξ青にかんす る書物

を出した。

特に中国人民が勝利 して中ソ両国人民の文化交流を妨げていた障害がな

くなってか らソ連における中国文学研究はめざましく発展 した。

最近わが国では現代 と古典をとわず中国作家の書物がた くさん出版され

ているo

ロシヤ語訳された中国作品の うちには,偉 大な詩人屈原の作品,偉 大な

歴史家司馬遷 の 「史記」,羅 貫中の 「三国演義」2巻 本,施 耐庵 の 「水潜」

2巻 本,杜 甫詩集,唐 詩集,唐 人小説選,1「 今古奇観」(17世 紀)そ の他が

ある。

とりわけ最近は ロシヤ語訳される ものに現代作家が 多 く,魯 迅,郭 沫

若,茅 盾,老 舎,丁 玲,3ζ 青,趙 樹理,周 立波,劉 白羽,瀟 三その他人民中

国の散文家,詩 人,劇 作家のものがある。現代および古典の中国文学を ロシ

ヤ語や ソ連の各民族語に訳す翻訳家があ らわれたので,ソ 連の中国文学史研

究は大いに進み,中 国文学の多 くの問題を研究 しているソビエ トの文芸学者

は急速な発展をすることになろ う。

ソビエ トの文芸学者たちは尊敬 と愛情をいだ きつつ中国文学を研究 して

いる。」

フェドレソコ博士の ロシヤ ・ソビエ ト中国学の 歴史は これを もって終

る。ここで注意すべきことはフェドレソコ氏がかれ 自身について一言も語 っ

ていない ことである。またフェド氏は 「中国文学」のみな らず,そ の他の著
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書 論 文 で も 自分 に つ い て 語 って い な い 。 これ は 自分 を 宣 伝 す る こ と を い さ ぎ

よ し と な い ゆ か しい 人 柄 の い た す と ころ で あ ろ う。 そ れ だ け に 私 は フ ェ ド レ

ソ コ博 士 に つ き多 くを 語 る義 務 め い た も の を 感 じ る 。 しか し これ は 「ソ連 に

お け る 中 国 文 学 研 究 一 フ ェ ド レ ソ コ」 と して 次 回 に 述 べ る予 定 で あ り,本 稿

髄で は 他 の ソ ビエ ト中 国 学 者 に つ き 救 述 を す す め て ゆ くと と とす る
。

エ イ ド リソ(θtAmaH,J【eB3anMaHoBvaq)

フ ェ ド レ ソ コ博 士 が 前 記 の よ うに ほ め て い るエ イ ド リソ に よ る 白 居 易 の

・翻 訳 は 「中 国 詩 選 」 のAHTo丑ormKvaTaticKotZnoe3Hva2 .の230頁 一252頁 に

収 め られ て い る 。

Co6zpaK)TpaBynaxyaH.

B?KecToKyK)cTylKyBAepeBHe.

'CKop6moocMepTvano3TaTavallrofi .

HecTaHoBva■cfiHaHoqbBZLepeBHeHaceBepHoMcKxoHeropHI.13Hre.

且CMOTpro,KaKy6Hpa】OT【1皿eHH皿y.

HBnepBHeHaTa員xaHcKo茸Aopore.

MofiB8AoxnpvaB3r朋AeHaropyCyHvapeKyJIo.

CnpaH3HBaK)y五pyra.

fiCHIH五ce6eTenJ【H貢xallaT.

JlyHaHaqy?it6HHe.

ll3fiHHaHLCKVaeBOCnOM四aH肌(1一 皿)

この ほ か 古 典,現 代 に わ た り多 くの 翻 訳 が あ る 。 「今 日の 中 国 文 学 」 を

私 は 読 ん で い な い が,← 同 種 の も の で よ り 新 ら しい 著 作 に 「中 国 文 学 」 が あ

る 。これ は ソ ロ ー キ ソ と共 著 に な り一 種 の 中 国 文 学 史 で あ る が,古 典 に 浅 く現

代 に くわ しい 。 エ イ ド リ ソの も うひ と つ の 論 文 「現 代 中 国 文 学 」 は ソ連 の 中

国 文 学 論 に 共 通 して 批 判 的 リア リズ ム か ら社 会 主 義 リア リズ ム へ の 発 展 と し

て 現 代 中 国 文 学 を あ とず け,共 産 党 の 文 芸 指 導 が つ よ く うち 出 され て い る と

恥 う型 に は ま った もの で,独 自の 見 解 は み え な い 。 こ の 人 の 仕 事 は 翻 訳 の ほ
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うが よさそ うである。翻訳は現代にまでわた り田漢の詩な ども訳 している。

著書論文翻訳等は次のようである。

中 国 の 出 版 物 に 。 ソ ビ エ ト文 学 に か ん す る 「文 学 月 報 」 一 外 国 文 学,

1941,5,224--225頁 。

文 学 と軍 隊,中 国 雑 誌 「解 放 軍 文 芸 」 に(「 解 放 軍 の 文 学 と芸 術 」),

1955,第1--4号,一 ノ ー ヴ ィ ・ ミー ル,1955・7,218-221頁 。

文 学 と計 画,中 国 雑 誌 「文 芸 報 」 に,(「 文 学 と芸 術 」),1956,第&

号,一 ノ ー ヴ ィ ・ ミー ル,1956,7,204頁 。

今 日の 中 国 文 学 一 モ ス ク ワ,「 ソ ビエ ト ・ピサ ー チ ェ リ」 出 版,1955,

300頁 。

現 代 中 国 文 学 の 積 極 的 英 雄 一 「ズ ナ ー ミヤ 」,1954,10,182・ 一一一192頁 。

現 代 中 国 文 学 に つ い て 一 ソ連 科 学 ア カ デ ミー東 洋 学 研 究 所 簡 報,XVII,.

1955,10-19頁o

民 主 中 国 文 学 の 新 ら しい 人 間 形 象一 「ズ ナ ー ミヤ 」,1948,8,167-

176頁 。

民 主 中 国 建 設 者 の 形 象 。 一 「ズ ナ ー ミヤ 」,1950,7,180-192頁 。

1950年 の 中 国 文 学 に お け る労 働 者 の テ ー マ 。 一 ソ連 科 学 ア カ デ ミー 東 洋 ヤ

、学 研 究 所 学 術 報 告,第3巻,「 中 国 集 」,1951,191-210頁 。

新 ら しき もの の 特 徴 。 一 「ズ ナ ー ミヤ 」,1951,8,176-185頁 。

新 ら しい 中 国 文 学(発 展 簡 史)。 一 中 華 人 民 共 和 国 に お け る 文 化 革 命 の ・

諸 問 題,モ ス ク ワ,1960年,137-198頁 。

中 国 文 学(簡 史)。 モ ス ク ワ,東 洋 文 献 出 版 所,1962年,251頁 。

中国文学(簡 史)は ヴ ェ ・エ フ ・ソ ローキ ソ と共 著で,本 書 中 の 「生 ぎ

て い る伝 統 」 中 の 「詩」と 「現代 中国文学」をエイ ドリンが執 筆 してい る。

上記 のほか翻 訳には次の よ うな ものがあ る。

毘岩,毛 沢東,雪,毛 沢 東



ロシヤ ・ソ ビエ トにおけ る中国文学研 究 (19・)

城克家HamanoBo8KaMqmcflHaΦpoHT.OHnpllexa」[naMofi.

田漢Bo3Huaa(vaBno3MH)遅 車 伝

バ ズ ネ ーエ ワ(,IloalzHeeBa,」 ㎞60BbKMvaTpvaeBHa)は 中国 古典 文 学 か ら

現 代 文 学 に いた る研究家で さきに フ ェ ドレンコ博士がのべてい るよ うに最初

は唐の詩人元積 の研究 に従 っていたが,そ の 後 魯迅 研 究 で い い仕事 を してい

る。1932年 レ・一=ソ グ ラー ド大学 卒 業 の 哲学 博 士 である。大学 を出 るとウラ

ジオス トックで中国人教育 の学校に勤め ること数年,1937年 以来 極 東 大 学 で

中 国文 学 史 を講 義 し,1944年 よ りモス ク ワ大学 に転 じて 中 国文学 史を担当 し

てい る。事情に くわ しい東大の小野博士 に よる と,バ ズ ネ ーエ ワは 中国 人 と

結 婚 して お り,か の 女 の労 作 は 夫 君 の援 助 を多 分に うけてい るのでは ないか

ともいわれ る。それほ どこの人の研究は よ くて群をぬいてい る。元積の研究

をわた くしは読 んでいないが,魯 迅 研 究 は西 洋 人 の 水 準 を は るかに こえて お

り・中国 ・日本 の研究 に も影響 をあたえている。以下 バズ ネーエ ワの魯迅 論

につ きす こし述べ よ う。

バズネーエ ワの魯迅論の特徴はその独創性 にあ る。研究 にあた って各種

の文献 を 自己の もの として いなければな らない ことはい うまで もない。 この

人はその上 にた ってほかの人 にない独 自の魯迅 論を展 開 している。 これ はわ

た くしひ とりの感 じか もしれ ないが,一 一生 を魯迅 に かけ て い る よ うな迫力を

感ぜ しめず におかない。20数 年 もの あい だ 魯迅 に と り くみ,学 位 論文 が 魯迅

で,専 著 「魯 迅 」(1957年)に つ いで,さ らに 「魯迅 一 そ の 生 涯 と創作 」

(1959年)と 補 充 発 展 させ,魯 迅 ひ とす じに 生 きて い る この 人にはそれだ け

の力があ る。 さ らに ロシヤ人 の研究家 として誰に も共通 す るが,魯 迅 と ロシ

ヤ ・ソ ビエ ト文 学 の む すびつ きを強調 し,く わ し く述 べ てい る こと もひ と ぎ

わ 注意 をひ く。た とえば,魯 迅 と ロ シヤ の革 命 的民 主 主 義 者 ベ リソスキイ,

ドブ ロ リュー ボ フとの 関係 な どで ある。バズ ネーエ ワは この関係をつ よ くみ

て,魯 迅 の 思 想発 展 上 ベ リソス キ イ,ド ブ ロ リュー ボ ブの文 学 批 評 が 重要 な
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はた らきを してお り,二 葉亭四迷がそのかけ橋 となったといっている。二葉

亭 は ドブロリューボブの 「文学の本色及び平民 と文学 との関係」などを翻訳

しているほか,ロ シャの革命的民主 主義者の思想を手記などに書いている

が,魯 迅はそれを読んでいた。 「1907年の魯迅の論 文 をみ る と,か れの立

場が ドブロリューボブの思想的立場にあるプーシキソや レールモソトフの作

品に似ていることはた しかである。 《科学は思想を啓発 し,文 学は感覚を啓

発す る》 とい う魯迅の言葉に よって,か れが二葉亭をとおしてベ リソスキイ

の思想に近かった ことがわかるだろ う。 しか し,お おむね ロマソチ ヅクな傾

向 のつよかった この時代に,革 命的民主主義者の文学 ・美学思想はあまりつ

よい影響をかれにあたえていない。その影響力がめだつ ようになったのは,

辛亥革命後魯迅が リア リズムへ移 ってか らのことで,芸 術のための芸術は否

定 され,《 生活の詩》やほかの理論的立場を確信す るようになる…」 とロシ

ヤの革命的民主主義者 とのむすびつきの うちに当時の魯迅思想を特徴づけて

い る。

辛亥革命後の絶望時代(20年 代)に ついてもバズネーエワは問題をひ と

つだ している。この時代をバズネーエ ワは 「沈黙の時代」と名づけて,魯 迅

の内面的蓄積時代 とな し,す ぐれた言葉の芸術家 とな り,ひ ろい民族遺産の

領 域で博学 とな り,中 国文学研究上改革をな しとげた功績をあげてか ら,魯

迅 の伝記があま り研究 されていない ことを指摘 している。 「この時代の魯迅

が政治活動を した と判断できる資料はないが,た だひとつ,清 朝復辟運動に

抗 議 して教育部を辞職 したことが よく知 られているb魯 還 日記によると,む

か しの友人と会 っている,だ がこの交友 も郷里か ら送 られた ハムを 喰べた

り,近 所 の料理屋で飲んだ りす るためだった らしい。失望 と憂 うつの時代に

かれが どんな話を した ものか,日 記には書いてない。魯迅 と同時代の人び と

の追憶が もっと公刊 され ると,こ の時代の魯迅の生活が もっと完全にしか も

朋 らかになるだろ う。」こう中国の研究家に問題をなげかけている。

バズネーエ ワがよく魯迅を読んでいることは次の例をみれぽわか るだろ



冒シヤ ・ソビエ トにおけ る中 国文学 研究 (21>

う。 「知 識 は 罪 な り」 の ツル ツル した連 中が罰を うけず にい るのはデ ューイ

の弟子胡適 らの自由主義者で ある点をあぽいてい ることや,「 狂 人 日記」 で

「あ る ものは … 人 を喰 うのをや め … そ して人間に,ほ ん と うの 人 間に な っ

た 」 の 「ほ ん とうの人間」は,人 間 に よ る人 間 の搾取 を 永 遠 に おわ らせた 国

ソ連 につ いて,当 時 の中 国文 学 と しては じめ て 述べ た ものだ,と い って い る

こ と,ま た 「引 き まわ し」 で,「 野次 馬 に は 見 世物 さえ あれ ぽ いい,だ か ら

囚人 にあ き る と,こ ん どは ぶ っつか った 人 力 車 をみ よ うとす る」 この街頭風

景を 「野草」 の 「復讐」にひ っかけて 「多 くの無関心 な野次馬にたいす る憎

しみ」欝 こさせ 葉 し篇 ・ることな ど,な るほ どと感 心 した ・

つ

作品論 も特異で,中 国 とソ連の他の人びとの魯迅論は規格化 されて しま

っているのに,バ ズネーエワはここで も独創的である。魯迅の作品を大き く

小説,評 論,追 憶記,散 文詩,課 刺の神話 ・伝説にわけ,こ れをさらに魯迅

の思想的 ・文学的 ・美学的思想の発展を中国の民主 ・民族革命の進展 とのか

らみあいの うちにみなが ら分析 している。 、

小説の分類のしかたもおもしろい,と るにた らぬ人びとの運命,き ずあ

る玉,無 思想 の人,探 求者の四種にわけている。

「おおむね,作 品の うち小説 の地位比重が評論より小 さい こと,小 説の

叙情的なもの,認 刺的グロテスクなものと,評 論の戦斗的で尖鋭な暴露のあ

いだには共通す るものがないよ うにみえても,実 は小説 と散文詩のテーマは

評論にしみ とおっているし,そ の反対のこともいえる。つまり,魯 迅に発生

した思想 と蓄積 された観察は評論に反映されてか ら小説の形象,典 型に肉づ

け されている。」 こうい う評論 と小説との関係は もはや周知のことで異 とす

るにた りないが,バ ズネーエワはこの観点か ら実にこ くめいに各作品を しら

べあげていることを強調 しておこう。

「魯迅の作品はひろい生活の画面 といって よいが,か れの注意の中心に

あるのは,人 間 と環境 の悲劇的葛藤である。有能な暴露家魯迅は人民に敵対

す る社会の相互関係をあぼ くことに巧みであった。かれがこれまでの作家 と
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異 るのは,社 会のいろいろな階層の人びとを主人公に していることである。

そ の作品には典型 と形象のむれがあ り,そ のどれ もが苦んだ り,そ の日暮 ら
'

しを した り,抵 抗 した りして い る人 た ちで あ る。

当時 の魯迅 の作品 の本質的特徴をお しなべ てい えぽ,中 国 リア リズ ムの

特 徴 とな る。 か っては豊か な文化 の さか えた半封建 ・半殖民地 中国の特殊 な

環 境 と作者 のきわだ った個性 が,筆 端 か ら盗 れ るす べ て に た ぐい まれ な民族

性 の烙 印を おさず にはおか ない。」

このよ うに バズ ネーエ ワが従来 の中国作家 とは異質 な ものを魯迅にみい

だ しなが ら,そ れ と同 時 に きわ め て 中 国的 な もの,民 族性 を も強 調 し,そ の

・統 一 の うち に作 品を み て い るのは正 しい。魯迅 の全作 品を こ う規定 してか ら

バ ズネーエ ワは個 々にわた って分析 してい るが,そ れ は ほ ぼ 次 の形 象 に 分 類

し て いい よ うに思 う。

とやにた らぬ人物 の形象 。 これには 「孔乙己」・ 「白光」 ・ 「風波」・

下明 日」,「 祝福 」,「 故 郷 」 な どが 入 る。

きず あ る玉 の形 象。 「薬 」,「 頭 髪 の話 」,「 長 明灯 」,「 引 き まわ し」,

丁阿Q正 伝 」 な ど。

無 思 想 の人 の形 象 。 「石 鹸」,「 兄弟 」,「 高 先 生 」,「 幸 福 な 家庭 」 。

敗 れ し人 の形 象 。 「居酒屋にて」,「 孤 独 者 」 。

探 求 者 反 逆 者 の形 象 。 「秋野」,「 雪 」,「 故 郷 」,「 旅 人 」,「 狂 人

日記 」,「 長 明 灯」,「 死 火」,「 薬 」,「 傷 逝 」,「 離婚 」,「 劉和 珍 を

記 念 して 」 な ど。

積 極 的主人公の形象。 「小 さい 出来事 」,「 劉和 珍 を 記念 して」,「 墨

子 」,「 理 水 」 。

つ ね に 被 圧 迫者 の 友,味 方で あ り,圧 迫 者 に た い して激 しい 憎 しみ にか

ちれ ていた魯迅,愛 と憎 しみ を 精 神 の支 え と していた魯迅が,旧 社 会 で さげ す

ま れ,は ず か しめ られ,見 す て られ た 人 び と,ふ るい 社 会 で は 取 るに た らぬ

と され てい る人び とを い とお しむ心,そ れ が取 るに た らぬ 人の 形 象 をつ くっ

,
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て いる。バズネーエ ワは これ らの作品を 「人を喰 う社会の道徳にたいする怒

りにみちた抗議が,冷 たい社会の罪なきいけにえの鮮明な叙情的形象をとお

して,熱 烈に反響 しは じめた」 といっている。 しか し,お なじ旧社会の悲劇

'的インテ リ孔乙己 と陳士成の二人を分析 して
,バ ズネーエ ワは陳士成のエゴ

イズムにはむかむかするが,孔 乙己は人間味ある愛情があるので魅力的だと

述 べている。このへん他の研究家な ら大いに社会主義の道徳論をふ りかぶる

どころであるが,こ の人はあま りそ うい うことはいわない。

バズネーエ ワは 「きずある玉」で こう書いている。 「魯迅は痛みや痒み
● ■ ● ● ●

一をおぼえるように書かねばならなか
った。祖国はひぜんにかかった美女みた

いなものだったか ら,そ れを憤 りにみちた真実の言葉でなおしたのである。

櫓 迅は日常の問題を作品にとりあげ,す るどい武器の笑いを もちいているこ

とが多い。あるばあいは誠刺が致命的打撃をあたえ,時 には無気力 と沈滞を

泊覚させ,現 実をみつめさせ,無 知 と不正に戦いをい どませている。こうし

甲て魯迅は現機構に しがみついているものを打ちのめ したが
,そ れは同時に,

二かれ らの影響を うけ,圧 迫を こうむ り,反 抗心をな くしてその日暮 らしにお

ち ている ものを 目覚めさせ ようと もして いる。」 だが ここで 注意 をひ くの

は,魯 迅の俗衆蔑視の精神を強調 していることであ る。むろん魯迅は都市農

一村を とわず働 らく人たちのたちお くれ
,卑 屈さ,奴 れい根性を悲んでいる。

・だがそれだけにとどま
っていない,つ めたい世間で亡んでゆかねぽな らない

中 国のす く・れた子女を思 う心 の痛みは,他 方では魯迅に俗衆蔑視の憎 しみさ

えかきたてる。 「きずあ る玉」に分類 された 「薬」,「 頭髪の話」,「 長明

灯 」,「 引きまわ し」などは俗衆にたいする愛 と憎 しみの矛盾 と統一の上に

くみたて られてい るといってよい。 「黄老人が怖ろしい物を買いにいった刑

場 には群衆がたか っている。魯迅はかれ らが どんなにノロノロと緩慢で生気

にとぼ しいか,俗 物 としての くさ りきった性質を描いている。」 「引きまわ

し」で も俗衆を対比させている。…野次馬には見世物があれぽいい,だ か ら

咽 人にあきると,こ んどは衝突した人力車をみ ようとす る。魯迅は この街頭

亀
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の光景を描 くことにより,み ずか ら認めているように,「 多 くの無関心な野

次馬にたいす る憎 しみ」をおこさせ る。バズネーエワは支配階級の思 う壷に

はまった俗衆の暴露 とい う魯迅思想が さらに発展 し鮮明に芸術的具象化 され.

た もの,そ れを 「阿Q正 伝」にみてい る。 未 完
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